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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は、感情 ・情動反応が発現する仕組みをアラウザル概念をとおして心理生理学的に考察 し

たものである。アラゥザル(arousa1)の 機構が感情 ・情動過程に密接な関係を持ち、人の反応や

行動の発現を規定する役割を担っていること、そ してそれがまた、ストレス事態への対処の過程を

通 して変化する情動感あるいは情動体験をもっとも良 く反映することを指摘 しようとした。言い換

えれば本論の主題は、反応や行動の発現が主 として認知的情報処理の結果 と、生理的活動の影響を

受けるアラウザルないし 「情動系」の機能とに依存 して変わることを述べることにある。論文は第

1部 のアラウザル要因をめ ぐる諸問題と、第H部 の実証的研究とから成る。前者は3つ の章から成

り、 アラウザルの心理学的意味および関連する研究の展開について述べた後に、心理生理的反応発

現の基本的な問題に言及 した。第H部 は、それ らに関する実証的な研究の報告である第IV章 と、感

情 ・情動反応喚起の機構について、これまで得てきた実験資料及び先行研究に基づく考察を行 った

第V章 とから成っている。

第1章 では、まずアラウザルの用語や、それに関連するテーマおよび測定法について言及 し、ア

ラウザルに関する基本的な問題点を明 らかにした。ここではアラウザル概念の4っ の立場を鴎llし、

その上でこの概念整理の枠組みを考察 した。その上で、心理生理学において行われる生理学的測定
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の基本的な考え方を示そうとした。

心理生理学を生理学的心理学の一分野 と位置づけながら、アラウザルに関する研究の史的考察と、

最近の研究についてその展望 も含めた考察を行 ったのが第1章 である。アラウザル概念は情動性の

身体反応やその変化に関す る心理生理学的観察の歴史 とともに展開 してきたということができる。

そしてこの概念の重要性は、心理学の広範な領域の諸理論がこの種の要因に直接 ・間接に言及 して

いることからもうなずける。それは、アラウザルが基本的には行動や反応の発現や、その強度にか

かわる生体内の仮説的なエネルギー因子であることによるわけで、その事情をこれまで指摘が見ら

れない感覚 ・知覚の分野をも含めて論及 した。

本論の主要な観点の一つは、情動の体験や反応の喚起にアラウザル要因がとのように関わってい

るのかを理解することが、感情や情動を見ていく上で不可欠であるとしている点にある。そこで本

章第2節 から第3節 において、情動の成立に末梢からのフィー ドバ ック情報の果たす役割にっいて

これまでの知見を基に整理 し検討 した。 この問題は、研究の初期段階では、ある種の末梢反応パター

ンが何 らかの情動の質 と対応 しているかどうかをめぐる トピックとして扱われた。明確な対応関係

を捉えられないことが明 らかになるにっれて、情動の脳内機構を探る研究に関心が大きく傾 くこと

となったが、情動やス トレスに関する認知説を中心に末梢反応の意義が新たに認識されるようになっ

たことを示唆 した。

第皿章においては、反応発現の機構を理解するために、反応のプロ トタイプとして、アプローチ

の比較的容易な定位反応に注目し反応発現の基礎的構造を考察 した。アラウザルは反応発現の出力

機構において重要な役割を担 っていると推察できるところから、定位反応を一過的なアラウザル反

応 と見なすことができよう。 ここではまず、その反応発現 と変容の過程がアラウザル機能 といかに

関連するかを検討 した。次いで定位反応の仕組みを検討 していくと、それがよりモーラーな行動、

ここでは運動行動の機構を理解する手掛かりも得 られることを指摘 した。そして両者に共通するの

か高次の情報処理機構であり、 これがアラウザルの調節に重要な役割を果たしていると推察 した。

第IV章 では、情動喚起的事態において生 じる、人の心理生理的反応発現の仕組みを実証的研究で

得た資料を基に考察 した。 ここで述べた実験事態 は次の通 りである。第一に実験室事態での刺痛刺

激提示(§2お よび3)、 第二 に感覚刺激削減(§4-1)、 第三に抗不安薬投与(§ 一2)、 そ し

て第四として、顔のマッサージに関するもの(§5)で あり、負の感情だけでなく、快適さを喚起

すると期待 される正の感情喚起効果をも併せて見て行 こうとした。実験痛をここでとり上げたのは、

痛みが感覚的な過程だけでなく情動的過程 も参与する複雑な体験 と考えられるからである。 日常の

あらゆる体験の過程に感情が偏在するとすれば、感情の過程がとのようにして知覚体験にかかわる

のか、その姿をよく捉える必要がある。痛みへのアプローチはこのような姿を捉えるための試みの

一つであった。

実験1で は実験群の被験者に、対応イメージと拮抗 イメージの二つのタイプのイメージを用いた。

結果は拮抗イメージの効果が大 きいことを示 した。 もう一つの所見は、実験的処理が終了 した後 も

痛覚閾値が上昇 したことである。 この閾上昇 について、本研究 は刺激反複による順応や、末梢皮膚

温の変化 によるものではないと推定 した。この理由の一っとして、容積脈波のデータから、実験群

の末梢皮膚温はイメージ手続によって高まりはしても、Post-testで は元の皮膚温 レベルへ復帰す

ると推定できたことを挙げた。そうだとすると、実験群での痛覚閾の変動は主 として、認知的統制
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の方略を用いた心理学的操作のためであったとみて良いであろう。その際、対応イメージ手がか り

を用いた場含でさえ、 これが統制群の レベルを越えて閾の低下を促進する要因 とはならないことに

注 目した。要す るに、何 らかのイメージ手がかりを用いた操作 は、痛み感にもっぱら 「抑制的」影

響のみをおよぼすのではないかということである。それにかかわるのが注意の過程であり、その転

換によって生 じた効果にて閾の低下が打消されると推定 した。そこで第H実 験では、 このような感

覚閾測定事態においても、実際に注意の転換によって閾値への 「抑制的」効果を生 じさせうるのか

どうかを調べた。

この実験結果は、閾値時間が2っ の要因によって上昇することを示 した。即ち、実験群に対 して

行 ったDistradtion操 作 と、輻射熱反復の手続 きとである。 しか し、実際にDis七raction操 作の効

果が生 じていたのか、また、後者の閾値時間の増加が刺激の反復 に伴 って生 じた学習性の効果であ

るのかは、閾値時間の変化だけでは決定 し難い。そこで本研究では、注意の指標 として心拍反応を

用いてこの点を検討 した。Distraction操 作に伴 って心拍反応に生 じた変化は、心拍反応強度の低

下であった。統制群にはこのような変化がなかった。そ して統制群では、 ブロック間差が見 られな

か ったことか ら、心拍反応にはほとんど変化がなかったことが分かった。 このようにして、本研究

では、Distractionの 効果をある程度まで実証化できた。 しか し、閾値時間が試行 ブロックの関数

として増加する現象については明確な理由を本実験の結果か らも明 らかにすることはできなかった。

これまでの実験では刺痛閾測定に時間法を用いてきた。ここでの閾値測定は反応キーに対する被

験者の運動反応に依存 している。 この時間法自体の持っ課題特徴が、閾値を上昇 させる要因になっ

ている可能性 も考えられるので、第皿実験ではキー運動反応を用いないで、輻射熱刺激の強度が人

の感覚強度や感情強度に及ぼす効果にっいて検討 した。

この実験は、測定尺度に視覚的アナログ尺度(VAS)を 用いた。最高到達温度に対する感覚お

よび情動的VAS得 点 に、 どの刺激強度でもベキ関数が適合す ることを示唆 した。 これはVASが 、

比率尺度の特性を有 していることを意味 した。皮膚刺激面での温度変化率は、刺激強度により異なっ

た。そして、同一の最高到達温度条件であって も、このような温度勾配の差があるために、VAS

得点にはある程度まで差別的な効果が生 じた。即ち、変化率の小さい場合の方が感覚および情動次

元のいずれでも、評定値は高かった。 この結果か ら、皮膚刺激面での温度勾配もまた痛み感を規定

する重要な因子の一つであろうということが分かった。この結果に基づいて、痛覚閾を記述する場

合の痛喚起刺激の提示法について検討 した。また、刺激提示時間を込みにしたエネルギー総量によっ

て評定値を記述すると、温度勾配の効果はほとんど認められなかったもので、 もし違う強度の刺激

を用いる時には、刺激提示中の総熱量が一定になるように提示時間を設定すればよいことを示 した。

最後に、時間法測定においてもこれ らの指摘がおよそあてはまると考えるが、この方法において

は、痛知覚から運動反応までの 七ime-1ag中の温度上昇の問題があった。 このtime-lagの 実測を試

みたのが第IV実 験であった。

この実験においては、時間法が測定する痛反応時間を、痛み感の発現か ら実際のキー押 し反応発

現までの時間遅れと定義 し、それを前腕筋電図測定により推定 した。用いた熱刺激の中で最大の時

間遅れをもたらした条件下でも、その間での温度上昇は極めて小さいことが判明 した。要するに、

本実験か ら推察できごとは、時間法を用いた手続きか ら高い痛感覚が得 られる主な原因を、痛反応

時間の存在に帰す ことは極あて困難だということである。刺激反復の効果は、知覚過敏(hyperes七
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hesia)と 呼ばれる一種の増感現象と考えることができるが、これは末梢のポ リモーダル侵害受容

器の放電閾か ら説明できる可能性がある。 これに対 して、刺激の反復にともなって痛反応閾が上昇

傾向を示す慣れ様の現象も認め られているが、 これについては末梢要因の考察か らはうまく説明が

っかないように思われる。今のところ、痛反応閾が上昇する理由としては、思考過程や脳幹部周辺

水道灰白質におけるエンケファリン作動性細胞の生理的活動のような中枢要因にあるように思われ

るが、これにっいては後述 した動物実験で検討 した。

実験Vで は、現実の温度調節行動を考慮 して、痛反応閾下での温熱反応発現の基礎的過程を調べ

た。 この面での従来の心理学的研究は、温度調節に関るどのような変数が行動的変化を生 じさせる

のかを明 らかにしようとしてきた。本研究では、温熱反応の発現には情動過程が密接に関与してい

るという作業仮説に基づいて、熱刺激を負荷 した場合の情動性反応が、温熱反応の発現にどうかか

わるかを調べた。

実験の結果か ら明 らかになったことは、感覚量と感情評定とは直接的な対応はないこと、 しか し

ゆるやかな対応は見 られることであった。刺激熱量が増大するにつれて、わずかなが ら快方向の情

動感が生 じ、高まるが、更に熱量が増大すると感情強度は減少傾向を示 し、やがて感情反応の逆転

が生 じる。この点は痛反応閾に近接 していると推定できたので、感覚量のピーク付近では快か ら不

快方向への感情が生 じると予測できた。また、快方向の反応は、低温条件では刺激提示時間の影響

を受けて変わり、長 くなると評定値は下がるように思われた。 このとき感覚強度は両環境温度条件

でほとんど違いがなか ったのであるから、快感情の変化は感覚量を増大させる時間的加重 とは違 う

メカニズムに規定されていると推定できる。 これはむしろ行動を喚起する機構と密接に関連 してお

り、反応閾近傍で不快方向への情動変化が生 じることによって温熱調節行動を発現させると考えた。

そしてそれに関与する主な末梢要因を表面皮膚温変化に求められるとした。

§3で は、脳内のオピオイ ド系に注目して、それが行動面に果たす役割にっいて考察を加えた。

ここでは高血圧自然発症 ラット(SHR)を 利用 して、末梢の生理的 ・行動 的に高 い、 この動物特

有の活動性が行動の発現をどのように修正 しているかを検討 した。本態性高血圧によって痛反応閾

が上昇するのだとすれば、そのことによってアラウザル系の機能 も低下する可能性があるので、生

体の活動性に特徴的な変化が生 じているであろうと推定 した。そこで本研究 では、SHRの 痛反応

閾を調べ、これとオープンフィール ドでの移動行動に見られる全体的活動 との関係を明らかにする

ことを目的とした。上記の二つの機能系の効果を捉えるため、本実験では次の二種類の薬物を用い

た。一っはモル ヒネの拮抗薬であるnaloxoneで あり、他は抗不安薬あるいは睡眠薬であるbenzod-

iazepines系 のfluni七razepamで あった。

実験の結果は、SHRの 活動水準はWKYを 上回っていることを示 した。flunitrazepamはSHR

群への投与直後には交差数を低下させるものの、WKYほ どの低水準には達 しなかった。naloxone

は、両群のラットの移動行動に何 ら影響 しなかった。SHRラ ットに見 られたこのよ うな高い移動

行動水準は、flunitrazepamに よって確かにある程度まで低下 した。 この高い活動水準 に関 しては、

成熟に伴 う体重増加率の相対的な低さと関連 していると推定 した。痛反応閾を痛反応が生 じるまで

の跳躍潜時として調べた。それによると、SHR群 ではnaloxone投 与直後に潜時低下が生 じたが、

flunitrazepamで は生 じなかった。 これに対 して、WKY群 ではnaloxoneは 反応閾に何 らの影響

を及ぼさなかった。f!unitrazepamで 閾の上昇が生 じており、従 って、薬物作用は二つの系統で異
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なった。移動活動に主 として影響を及ぼすのはアラウザル系と考え られるが、 これは以上の結果か

ら、痛みの調節系とは比較的独立 しているように思われた。また、SHRが 著 しい影響を受ける系

は、痛みの調節系であって、正常血圧ラットであるWKYと は異なると推定 した。 以上は、SHR

の血圧水準を変えることによって痛調節系とアラウザル系との関連がどのようであるかを探る試み

であったが、SHRラ ットの身体的な特徴である高血圧状態が実際に薬物操作によってどのように

影響を受けているのかが明 らかではない。そこで実験Wで は、痛調節系がその機能を血圧変化によっ

て直接に変えるかどうかを調べた。

この実験では、SHRに オピオイ ド拮抗薬naloxoneを 投与 し、投与の前後で痛反応の閾値と安静

時血圧値を測定 した。SHRで はnaloxone投 与により、痛反応閾が有意に低下 したが、WKYに は

変化が認められなかった。naloxoneが オピオイ ド物質の産出を制すると考えると、閾低下 は痛調

節系内の下向性抑制系がオピオイ ド物質による活性化を得 られないために生 じたと言えるので、通

常、SHRの 痛反応閾が高まっているのは、オピオイ ド作動系の活動が活性化 しているためと推定

できた。なお、naloxone投 与後、SHRの 痛反応閾には大きい変化が認め られたのに対 して、血圧

変化は変化がなかった。 このことは、SHRに 見 られる低い痛反応性が、慢性的に高い血圧水準 と

直接には関連 していない可能性を示唆 した。

以上は、実験痛研究を通 して痛みが末梢の諸要因の規定を受けながらも認知的機能や、脳内痛調

節系の機能などの中枢性活動の影響をも受けて変わりうることを示 した。特に、心理学的な認知の

働きは、痛みに代表される情動的な過程にモディファイヤーとして重要な意味を持 っていると推定

できる。 こうした認知系の活動が、実際に様々な感情喚起場面での情動のモディファイヤーとして

機能すると言えるように思われるが、この事にっいて検討 したのが、 §4の 刺激削減事態や抗不安

薬などの効果を調べた研究である。

刺激削減環境下で見 られる諸種の反応が、生理的 リズムの変化 と関連 していることを予測 して、

これまでに得た東北大学での実験資料や先行研究を調べなお した。その結果、心拍変化を中心に見

た自律神経機能のリズム現象にはその周期変動はほとんど認め られないが、特徴的なのは、脳派の

α波帯域の 「徐波化」が拘束時間の長さにかかわ りな く見 られることであった。 これが長時間に亘

る拘束の最 も顕著な変化であり、皮質機能の低下、言い換えれば認知的活動が刺激削減により阻止

される傾向があると推定 した。さらに課題の性質、記憶系機能への負荷の程度、あるいは実験事態

の条件差などが、被験者の行 う認知的評価に影響を与えること、そのため評価の如何によっては、

ある種の外的条件が活性化因子として作用 し、パフォーマンスを向上 させる可能性があるという結

論を得た。そこで、睡眠誘導薬あるいは抗不安薬を用いて実際にアラウザル機能を低下させた場合

のパフォーマンスに及ぼす効果を調べた。この場合、作業成績に低下が見られなければ、刺激削減

研究で得た所見をある程度裏づけることになるとした。

1.知 覚、および知覚運動学習機能に及ぼす効果をbenzodiazepinesの 常用投与量の範囲で調べ

た。実験 は二重盲検法により、5日 間に亘 って実施 した。本研究では、pre一七estを含む4回 の検査

期間において、各種のパ フォーマンス検査を行った。この結果か ら分かったことは、 ここで用いた

2種 類の抑制剤が常用投与量の範囲では連用の場合でさえ、認知行動的な面への影響が極めて少な

いことであった(実 験DO。 すでに見たようにこれらの抑制剤が、生理的な機能を低下 させること

は明 らかである。 ところが行動的な面では、必ず しも機能低下の姿が浮び出てこない理由を次のよ
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うに考えた。パフォーマンスが薬物の影響をほとんど受けていないということは、少なくともナラ

ウザルの機能が検査課題の要求 に見合うように、 ある水準を検査期間中は維持 していたのだと推定

されるので、アラウザル系の機能を賦活 させる補償メカニズムがあると考えた。本実験では二っの

課題を用いたが、それに共通するのは、一度 に5人 の被験者が並行 して作業をすすめるという特殊

条件である。 これはいわば社会的競争場面を構成 していた可能性がある。断眠の研究において、複

数の被験者が同時に一室に置かれた場合、アラウザル水準 は全体的に上昇 し、またパフォーマンス

水準をも高めるとの報告 もある。薬物使用の場合 も同様の事が言えそうである。

ところで断眠によってアラウザル水準が低下することが知 られているが、 この低下 は長い時間の

拘束 と関係があり、 この点で抑制剤を使用 した場合と事情 は似ている。 もしそうだとすると、薬物

のパフォーマンスの影響を見 るためには、検査時間の長いことが一っの要件だということになる。

さらに、課題の困難度 も検討の対象 となって くる。こうした点を吟味するため、困難度を操作でき

るように した反応時間測定を次に試みた。

2.実 験Xで は、temazepamとnitrazθpamの 一回投与の効果を選択反応時間により調 べた。

実験 は1回 の練習期間と2回 の検査期間とか ら成 っていた。これを二重盲検法により2日 間に亘っ

て行った。反応時間課題 には持続時間が1.3sの 予告刺激 と、 あ らか じめ定めた4っ の純音の うち

の一っをISと した2刺 激パ ラダイムを用いた。結果 によると、薬物の効果 は認め られなか った。

ただ し薬物群で特徴的であるのは、薬物投与2時 間後に示されたように、反応時間の分散が大きい

点であった。 もし抑制薬投与によって、アラウザルの全体的な水準が低下 しているのだとすれば、

反応時間はもっぱ ら長 くなるのでなければならない。確かに、benzodiazepinesの 作用機序 に関す

るこれまでの研究 によれば、アラウザル機能 と関連 した脳下部にこれ らの作用薬は影響を及ぼすの

であり、その限りにおいて薬物作用下でぽアラウザル水準の低下が考え られる。ところが本研究で

は、薬物群がプラセボ群 と平均値間の比較で見る限 り異ならなか ったのであるか ら、薬物による抑

制作用を何らかの仕方で打消 し、ある程度 まで作業課題に対処 していくたあの仕組みが働いていた

と考えることが可能であるように思われた。

二っの実験を通 して指摘 した主要な点 は、パフォーマンスの基礎に、アラウザルの要因が重要な

役割を演 じているということであるが、それだけでなく別にパ フォーマンスの変動要因があって、

それは認知的な対処機構 と言いうるものであろうということである。それなら実際に対処的と考え

られる生理的な反応がありそうに思われる。本研究はこの点にっいて検討を加えるために、電撃負

荷事態での自律神経指標に見 られる変化を調べた。

3.嫌 悪刺激負荷の予測可能性が違えば、生理的反応にもそれに応 じた変化が生 じると予測 して

行 った(実 験XI)。 また、併せて 七emazepamの 効果 も調 べた。本実験結果は、電撃提示前の予期

期間で生 じるアラウザルの漸進的な上昇、即ち生理的勾配現象が、プラセボ群の手掛かりのある条

件のみで認め られたこと、そ して自律神経系指標の一っである心拍の場合、初期水準への復帰や電

撃の負荷効果が、手掛か りなし条件でより大きいことを示 した。 この結果は、手掛かりのある条件

の場合、生理的勾配が認められること・電撃に対する反応が比較的小 さくて初期水準への復帰が速

いことを示 した。 ここで示 した一連の実験結果か ら本節第3項 において、生理的反応 と認知的対処

系について考察を行 った。
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これまでの実験においては、痛みや嫌悪刺激の効果、さらにス トレス喚起事態の効果を明らかに

する試みを行 った。情動 という語には快的感情 も含まれているが、その心理生理学的アプローチは

極めて限 られている。 しかし、 日常生活場面で感 じる 「居心地のよさ」は、強度こそ異なれ日常行

動を時に大 きく変化 させうる快の感情 ・気分である。そしてこれは人の心理的健康に深 く関る重要

な心的状態であると考える。そこで本論で最後に取 り上げたのは、 こうした快の喚起が人の認知的

評価の結果 と密接にかかわることを明 らかにした実験的報告である(§5)。

この実験では専門の施術者が行 う顔のマッサージの心理的効果を調べた。この効果測定に用いた

のは、我々が考案 したアラウザルチェックリス ト(GACL)で あった。実験X皿は日を変えなが ら3

回に亘 って、まったく同一の手続きで行 った。即ち、実験群の試験者は3回 とも実験セ ッションに

おいて、3分 間の安静期間をはさんで合せて30分 のマッサージ処置を受けた。統制群の被験者はマッ

サージを除いて実験群 と同 じであった。実験結果から分か ったことは、実験群では緊張アラウザル

方向の変化が大 きいのに対 して、統制群では活力アラウザル方向の変化が大きい。即ち、実験群で

はマッサージ処置後に緊張感からの解放が大 きく生 じるのに対 して、統制群ではむしろ活力アラウ

ザルの低下が見 られる。っまり周囲の騒音か ら遮断されたシールド室に被験者が置かれることによっ

て、一時的な刺激削減状況下に置かれたのと同じような効果が生 じた。実験群でさらに注目される

のは、マッサージ終了後に心理的緊張の解放がさらに増大するだけでなく、処置前 も実験の経過に

ともなって、緊張アラウザルが低下 していくことであった。

引き続いて行 った実験)皿は、前記の所見をさらに確認することにある。つまり、マッサージの効

果が緊張 アラウザルの次元 に生 じると言えるのかどうかを明らかにしていくことである。なお、 こ

の実験では、安静条件群に加えて、 もう一っの統制群 として自立訓練群を設けた。実験はこれまで

とまった く同一の手続 きで、 日を変えながら4回 に亘 って行 った。本実験の結果 も、4日 間の実験

期間を通 して、マ ッサージ群では緊張アラウザル方向の変化が大 きいことを明らかにした。自立訓

練群 も同様の変化を示 してはいるが、活力アラウザルでの変化 も加わっている点でマッサージ群と

は異なった。他方、安静群 には結果に一貫性がなく、そのためにこの群では活力アラウザル方向の

変化が大 きいという実験)皿の結果を確認することはできなかった。

二つの実験をとお して次の点が明らかになった。マッサージ効果 は、快的感情状態の喚起であり、

同時に緊張の解放をともなうこと、 リラクセーションはどの群でも生 じる非特殊的な効果であるこ

・と、実験の日を重ねるにっれて緊張アラウザルが低下すること、そ してさらにこの低下が処置前に

も現れると推定できたこと等であった。なお、単なる安静条件 は、結果を一貫性のないものにする

傾向があった。 これは恐 らく被験者各人が実験事態をどのように知覚するかによって結果が影響さ

れるためであると考え られる。安静条件 は見方を変えれは、刺激が削除されたシール ド室内に置か

れたベ ットでの仰臥条件であり、その意味で刺激削減条件 に近いと考えた。

これまで、情動反応発現の心理生理学的過程の基礎 にアラウザルを想定 し、その中でいくっかの

実験を遂行 しなが らその発現の機構 について検討 してきた。第V章 では、情動研究 と情動へのアプ

ローチを整理 し、次いで感情 ・情動理解の心理生理学的な枠組みについて述べながら本論全体のま

とめを行った。

一連の実験を行いなが ら
、本論が指摘 したことは、認知的要因が人の情動的反応発現に調節的役
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割を果たす ことであり、それはまた、末梢か らの反応情報のモニターでもあることである。 こうし

た調節系は人の行動の統御機能と関係 しているであろう。 このような自己調節機能の示す特性は、

先に対処系と呼んだ認知的な情報処理系が担っていると見ることができるように思われる。本論で

述べた研究を通 して推論できることは、情動的反応喚起が生体の諸機能の統一的な活動の結果であ

るということである。特に認知的な対処系は、いわば免疫機構のおかげで我々が健康時には細菌の

急襲から体を守ることができるように、少々の困難には耐え られる心の仕組みであると考える。 こ

うした仕組みのあらわれがさまざまな感情 ・情動反応であり、アラウザルは主としてその反応の出

力側にかかわる媒介機構であることを示 した。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、提出者によって包括的な枠組みを与えられ、改あて定義されたアラウザルという概念

によって、感情 ・情動反応の発現する仕組みを、生理学的機構を踏まえなが ら、心理学的に説明す

る試みが行われたものである。 ここでアラウザル(arousal)と は、従来の四っの見方を包み こん

だもので、諸 種の行動や反応の発現およびそれらの強度をも規定する、生体内の仮説的なエネルギー

因子 とされている。括弧っきの活性化 とでもいえようか。

第1部 では、諸種の同類の要因が、情動、反応をはじめ知覚などの広範な領域で、どのように扱

われてきたかが検討 され、その上でこれらを包括するアラウザル(「活性化」)な る機構の提案が行

われた。そのかかわりがとくに密接に見 られるのは、感情 ・情動反応の発現過程を、アラウザル活

動の仕組みをとおして解 きほぐすことが試みられた。実験内容は痛みが主体であるが、それに刺激

削減や薬物投与、顔のマ ッサージ効果などが加え られている。考察は、生理学的機構を踏まえてお

り、その意味で 「心理生理学的」といえる。

痛みは情動過程 も参与する複雑な感覚体験であり、情動の実験材料 としては格好のものである。

輻射熱の増強によって与えられるこの痛みが、直前に付与される冷風や熱風を、事後にイメージす

ることによってどう変わるか。結果は、それによって痛みを感 じるまでの時間が幾分長 くなるとい

うものであった。認知過程の情動への効果といえるが、熱風 という輻射熱に対応するイメージでも、

痛みを強める作用をもちえないというのは、イメージの効果のほかに、注意がそれたためと考えら

れる。この注意の転導を、同様の条件下で、心拍強度の低下によっておさえたのが、次の実験であ

る。イメージ描きおよび注意の転導という認知的要因が、アラウザルないし情動過程に影響をもっ

といえるわけで、この径路はのちのちモデルづ くりにとり入れられることになる。

実験皿は、熱総量を一定にするなどの痛覚実験上の技術面 に提案を行 ったもの、実験VIは 先のイ

メージと注意実験の結果が、中枢要因によるものであることを裏づけたものである。痛みに至 らな

い温熱に対する感覚や感情の強度の関係を調べたのが実験Vで あって、 このような付帯実験にっい

ても心理性理学的な考察が施されている。

本態性高血圧 ラットの特徴は、痛覚が鈍 く活動性が高いことである。 このラットに脳内鎮痛系に

作用する薬剤を投与 し、痛覚反応 と活動性に対する中枢性機能の影響をみたのが実験VI、孤である。

正常血圧群 と比較の結果、痛みにかかわる脳内鎮痛系 と活動性に関するアラウザルとの関係 は、関

係なしといえない程度であるが、 しかし痛みのほうは、鎮痛系という中枢機能によって変わりえた。
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痛反応は、慢性的に高い血圧によるものではない。

以上の実験痛研究をとおして、痛みが末梢の規定をうけながらも、認知的機能や脳内痛調節系な

どの中枢性活動の影響もうけることを知 りえたのである。認知の働きは、情動過程にモディファイ

ヤーとしてかかわるようであり、 これをみたのが実験皿、D(、Xで ある。刺激削減事態では、脳波

の分析か ら、認知活動が阻止 されていることが分かるが、被験者の態度によってはアラウザルに活

性化が生 じて、作業効率が低下 しないこともありうると推定された。 この点の明示が、社会的競争

場面での、認知的行動への抑制薬剤効果が現れないことなどで示された。実験状況の認知的評価が

アラゥザルを維持するのである。 この認知的評価が対処要因 として働 くのであるが、ではその対処

的と考えられる生理的反応 はないものか。 これを電撃負荷事態での自律系指標でとらえたのが実験

)qである。

情動 には快感情 も含まれる。快の喚起が認知的評価 と密なかかわりをもち、顔のマッサージの心

理効果は、緊張アラウザル次元に現れて緊張がゆるむことを、提出者 らの手になるアラウザルチェッ

クリストで読みとった(実 験)皿、)皿)。

最終章はまとめである。 ここでは以上の実験データでの考察を基に、感情 ・情動反応発現に関す

るアラウザルを基礎 とする心的機構のモデルが提案 されている。重要な点は、認知的要因が情動発

現 に調節的役割を果たすからくりが盛 られていることにある。 これが対処系 として働 くこともあり

うる。 この調節系は人の行動の統御機能を担 うと目され、結局、情動反応喚起 は、生体諸機能の統

一的な活動の結果とみなさざるをえない。その際アラウザルは、主 として反応の出力側 にかかわる

媒介機構として位置づけられる、 と結んでいる。

実際は、行動 ・反応のみならず、主観的評価 に加えて生理指標をも併せてとるというように、心

理学的指標のすべてにわったって手をっ くしている。結果の読み取 りにあたっては、操作 した主要

因以外の実験事態要因をもす くいあげるなどは、並々ならぬ力量を感 じさせるものがある。入り組

んだ問題に対 しての考察は緻密といわざるをえない。構成 されたモデルは、いくっかの リファイン

を今後に残すものの、これ らの考察の成果 は、新 しい説明の枠組みの提唱と相侯って、斬界の発展

に寄与するところ大である。

よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分の資格を有するものと認めら

れる。
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